











































　1914 年の府制制定以来、朝鮮人 4 人、日本人 8 人、総勢 12 名の協議会員で構成・運営
されてきた釜山府協議会は、1920 年に任命制から選挙制に変わると、その構成において
 18 姜東鎭、前掲書、338 ～ 339 頁参照。
 19 孫禎睦、前掲書、207 ～ 298 頁、〈表 7〉および〈表 8〉参照。以後実施された地方選挙の全国的な投
票率についてはいまだ確認されていない。ただ、次第に選挙戦が加熱し、投票率は増加していったと




大きく変化した。1920 年 11 月、初の選挙以降、3 年ごとに改選された釜山府協議会の協






山府の日本人総人口の 2 ～ 3％水準にとどまった。ただ、絶対的な有権者数では、日本人


























 20 洪淳権「1910 ～ 20 年代‘釜山府協議会’의 構成과 地方政治 ─協議員의 任命과 選挙 実態 分析을 
中心으로」（『역사와 경계』第 60 号、2006 年）参照。当時、制限選挙の矛盾については日本人が発
行した言論でも極めて批判的であった。『朝鮮時報』1926 年 11 月 13 日（1 面）に載った「時報評論」





























定数 12 名のうち、1923 年は朝鮮人 10 名、日本人 2 名、1926 年は朝鮮人 9 名、日本人 3 名、










 21 詳細については、洪淳權「1920 ～ 30 年代 東萊의 地方選挙와 朝鮮人 当選者들」（『한국근현대사연구』
第 52 輯、2010 年）参照。
